
専門課題調査研究事業報告会を開催しました

男女共同参画センター 

　アバンセでは、男女共同参画に関する専門的な調査研究を実施するため、佐賀大学文化教育学部の吉岡

剛彦准教授と医学部の原めぐみ講師に平成25年度の客員研究員としてご協力いただきました。

　このページでは、平成26年3月に開催した「平成25年度専門課題調査研究事業報告会」における吉岡客員

研究員の報告の一部をご紹介します。

（平成26年3月15日開催）

 

 

男女共同参画の推進状況を数値化・可視化する新指標の調査研究 

─都道府県相互の比較と参照のために─

 【報告】

  佐賀県立男女共同参画センター客員研究員 

　吉岡剛彦 （佐賀大学文化教育学部准教授）
 

 

 「国内版GEM」から「国内版GGI」へ　

 

　アバンセでは平成22年度まで「国内版ジェンダー・エンパワー

メント指数（GEM）」の試算結果を発表してきました。この国内版

GEMは、国連開発計画(UNDP)が発表する「ジェンダー・エンパ

ワーメント指数（GEM）」をベースとして、（1）県議会議員・市区

町村議会議員、（2）行政や企業などの管理職、（3）技術職・専

門職の男女比率と、（4）賃金・県内総生産の4つの指標をもと

に、各都道府県の男女共同参画の推進状況を数値で表したも

のです。

 

　しかし、「ジェンダー・エンパワーメント指数（GEM）」は以前か

ら多くの問題点が指摘されていました。試算に使用する各国の

データが、国会議員の数など、都市部のエリート層に偏っていることや、各国のレベルがどのくらいであるかと

いう「絶対的な指標」と男女の差という「相対的な指標」とが混在していることなどが問題に挙げられていま

す。

 

　一方、世界経済フォーラムが発表する「ジェンダー格差指数（GGI）」という統計指標では、経済・教育・健康・

政治の4つの分野の統計資料を使い、男女の間にどのくらい格差（ギャップ）があるかということに注目して数

値を算出しています。そこで、今回の調査研究では、この「ジェンダー格差指数（GGI）」を国内版にアレンジ

し、佐賀県を含めた各都道府県の男女共同参画の進み具合がどのような状況であるか、また全国的に見て

どのような位置にあるかを探るための新たな指標づくりに取り組みました。

 

アバンセ版「新指標」の可能性
 

　新指標の特徴は、「ジェンダー格差指数（GGI）」が指標とした経済・教育・健康・政治の4つの分野に、「生

活」分野の指標を新たに付け加えたことです。この「生活」分野の指標は、（1）育児休業取得率、(2)家事労働

時間、及び（3）性別役割分担意識の男女間格差を用いて算出しました。すべての指標において、男女間の格

差が少ないほど男女平等が進んでいるということになります。

 

　今回の調査では10都府県を試算の対象としました。九州各県と都市圏、また、都市圏に隣接する県との比

較ができるように、佐賀県・福岡県・長崎県・熊本県・大分県・大阪府・鳥取県・東京都・宮城県・岩手県を選び

ました。この10都府県の総合順位は東京都が1位で、佐賀県は6位になりました。分野別に見ると、佐賀県も

他県も、「教育」分野以外の数値があまりよくないことがわかります。

 

　また、佐賀県では経済分野の「賃金」及び「管理職数」の男女間格差が大きく、政治分野の「県議会議員

数」、生活分野の「育児休業取得率」及び「家事労働時間」でも男女の差が開き、順位が低くなっています。総

合的に考えると、まだまだ女性の社会参加が遅れていると言わざるを得ないのではないでしょうか。今回使用

した指標とは違う指標を用いて試算することも今後検討する必要があるのではないかと思います。

 

　今回の新指標づくりについて、私たちは、「男女共同参画を推進していくうえで、どの分野が強く、どの分野

が弱いかを把握する」ことを目的としました。順位も大切ではありますが、総合順位に一喜一憂するのはあま

り意味のないことです。指標の項目を細かく分けていけば、取り組みが遅れている分野を確認することができ

ます。この新指標は、都道府県の自己点検のために活用できるのではないかと考えます。
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開館時間

火曜～土曜日：8時30分～22時00分

日曜・祝日：8時30分～17時00分 

(ホールは22時00分まで）

休館日

毎週月曜日（祝日も含む）

12月29日から翌年1月3日まで

（上記の内容は、調査研究報告会における吉岡客員研究員の報告をもとに、アバンセ事業部でまとめたものです）

 

 

 

↓　調査研究の詳細についてはこちらをご覧ください。
 

【報告書】

  2013年度佐賀県立男女共同参画センター（アバンセ）専門課題調査研究事業報告書 

              男女共同参画の推進状況を数値化・可視化する新指標の調査研究 

                              ─都道府県相互の比較と参照のために─(2343KB; PDFファイル)

 

 

                                    客員研究員　　 吉岡　剛彦 （佐賀大学文化教育学部・准教授／法哲学） 

　　　　　　　　　　　                                  原　 めぐみ （佐賀大学医学部・講師／予防医学・疫学）

 

 

http://www.avance.or.jp/_3/_2630/_2869.html
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